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【論文】 
  

多摩地域における植物相と立地環境 
－日野市における調査から－ 

  
長岡 総子 

 

Ⅰ はじめに 

 東京都多摩地域では，1960年代から大規模な多摩ニュ

ータウンの建設が進み，丘陵の地形は人為的に改変され，

環境は大きく変容した．1970年代には小田急唐木田線，

京王相模原線が開通し，都立大学，中央大学，明星大学

など大学移転も相次いだ． 

日野市は稲城市，多摩市，八王子市，町田市にまたが

る多摩ニュータウンには含まれなかった．しかし，1960

年から1975年にかけて宅地が倍増し，山林面積は半減し

た．特に多摩丘陵斜面では稜線付近まで宅地化が進んだ

ところもある． 

しかし，市内には東京都の緑地保全地域，市の公有地

化や市独自の信託緑地制度によって残された緑地，国土

交通省が管理する生態系保持空間に指定された多摩川河

川敷などに，多様な植物種が生育している（長岡 2013）． 

本研究では，市内の比較的自然性の高い緑地にどのよう

な植物種が生育しているかを調べることが，地域の生物

多様性の保全にとって重要であると考え，立地環境をも

とに複数の調査地を選定し，植物相調査を実施した． 

植物相とはfloraの訳語であり，ある地域内に生育して

いる植物の全構成要素をさす．したがって，一つ一つの

構成要素（種類）を認識し，同定することが基本である

（邑田 2000:24-27）． 

日野市の植物相については，『日野の植物』（播本1973），

『新・日野の植物ガイドブック』（日野の自然を守る会

1985）にまとめられている．その後，『日野市高等植物目

録 2007年版』（日野市環境情報センター 2006）が発表

されたが，これは，資料，情報をまとめたもので，現地

調査によるものではない． 

さらに，植物相ではなく，市内の植生を明らかにした

ものとして，『日野市の植生』（富士・曽根 1976），『日野

市の植生〔Ⅱ〕』（曽根・日野の自然を守る会 1991）が刊

行され，植生図も作成されている． 

Ⅱ 調査地域の概要 

日野市は都心から西約35km，東京都多摩地方東部に位

置し（図１），八王子市，町田市，昭島市，立川市，国立

市，府中市，多摩市と接し，面積は27.53㎢である． 

市の地形を図２に示した．市の北部境界を一級河川多

摩川が南東に流れ，市の中央部では浅川が北東に流下し，

東端で多摩川と合流する．そのため，地形は，北西部の

日野台地，南部の多摩丘陵，多摩川と浅川が形成する沖

積低地に三分される． 

日野台地は標高約80ｍから110ｍで，北東部では標高差

約20ｍの急崖となり，沖積低地に接するが，南西部では

二段の段丘状になり，下位面は吹上台地と言われる．日

野台地は関東ローム層の中でも下末吉ローム層およびそ

れ以後のローム層が被う台地（下末吉段丘）で，形成時

 

図１ 日野市の位置 

 

 

 

 

図２  日野市の地形 

（『次世代へ残したい日野市重要自然地域の植物相』

(2016)より．地図提供：日野の自然を守る会 赤松 陽

氏） 
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期は武蔵野台地より古い．しかし，下位面の吹上台地は

その後の海面低下により，下末吉ローム層が削られてで

きた地形で，立川段丘とも言われる（日野市史編さん委

員会 1988）． 

日野台地崖下には湧水地が多く，市全体の湧水量の 

90％以上を占めている（日野市環境情報センター 2014）．

中でも，中央線豊田駅東に位置する黒川清流公園付近の

崖下からは市内の湧水量の約57％を占める湧水が，わき

水池，清水池などをつくっている（図３，図６）．さらに

吹上台地段丘崖下からの湧水量も37％を占めている． 

多摩丘陵は浅川の南部に広がり，標高約80～175mの地

域で，関東ローム層の中でも最も古い多摩ローム層が被

う．丘陵内には程久保川をはじめ，小河川が谷戸をつく

り，起伏に富んだ地形となっている．この地に多摩動物

公園が1953年に開園し，続いて都立七生公園や南平丘陵

公園などの自然公園が造られ，樹林も多い．しかし，丘

陵斜面には大規模な住宅団地がつくられ，程久保川の谷

戸には多摩動物公園来園者向けの駐車場も増加している． 

多摩川と浅川がつくる沖積低地では，日野用水や豊田

用水をはじめ水路が網の目のように張り巡らされている．

この豊富な水を利用して稲作が盛んに行われ，「日野は多

摩の穀倉地帯」とも言われてきた．しかし，2007年には

169,180㎡あった市の水田も2015年にはわずか90,470㎡

と，ほぼ半減し（日野水の会 2014），替わって宅地面積

が著しく増加した． 

浅川と程久保川が多摩川に合流する地点は，大都市圏

内の河川中流域でありながら，学術的に貴重な生物種が

生息しているため，1980年には生態系保持空間に指定さ

れた． 

Ⅲ 方法 

市内のどの地域にどのような種が生育しているかを調

べるため，選定した調査地に自生する維管束植物種（シ

ダ植物，種子植物）をすべて記録する植物相調査（フロ

 
図３ 調査地 

 国土地理院発行1:25,000地形図「武蔵府中」（2008年発行），「立川」（2013年発行），「八王子」（2007年発行），「拝島」 

（2007年発行）に日野市域を太線で表し，調査地番号，縮尺，方位を記入した．図中の番号は文中の地名の番号と同一 

1:東光寺，2:宝泉寺，3:神明神社，4:谷仲山，5:神明野鳥の森，6:黒川清流公園（東豊田緑地），7:西平山，8:平山京 

王緑地，9:南平，10:高幡山，11:程久保，12:東程久保，13:百草，14:三沢，15:さいかち堰，16:多摩川・浅川合流地点 
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ラ調査）を実施した．植栽されたことが明らかな種は記

載しなかったが，野外に逸出した種，自生か植栽か紛ら

わしい種については記録した． 

調査地の選定については，前掲書『日野市の植生〔Ⅱ〕

1989年度調査』を参考にした．そこでは群落調査の結果

から，6地域（百草，程久保，豊田緑地，谷仲山，東光寺，

多摩川河川敷下流）を自然性の高い重要自然地域とし，

今後の追跡調査の必要性を述べている（曽根・日野の自

然を守る会 1991:86-92）． 

本調査ではこの6地域を含め，日野台地の崖線上に連続

する緑地を7ヶ所，多摩丘陵に7ヶ所，沖積低地に２ヶ所，

計16ヶ所を調査地として選定した（図３）． 

以下に調査地名を記した．なお，地名の末尾に記した

＊印は前掲書『日野市の植生〔Ⅱ〕1989年度調査』で指

定した重要自然地域を示す． 

<調査地> 

a.日野台地：． 

1.東光寺＊ 2.宝泉寺 3.神明神社 4.谷仲山＊ 5.神

明野鳥の森 6.黒川清流公園（東豊田緑地）＊ 7.西平

山 

b.多摩丘陵：  

8.平山京王緑地 9.南平 10.高幡山 11.程久保＊ 12.

東程久保 13.百草＊ 14.三沢 

c. 沖積低地：  

15.さいかち堰 16.多摩川・浅川合流地点＊ 

 

調査は，著者を含む日野の自然を守る会植物研究グル

ープによって，2014年２月から2016年７月まで，毎回数

人単位で実施し，調査日数は83日に及んだ．現地で不明

の種については標本を作成し，図鑑，文献などを参考に

して同定した．  

 同定された種は，調査地別にまとめ，一覧表を作成し，

立地環境による植物相の違いを分析した．科名，和名，

学名はAPG分類による『日本維管束植物目録』（邑田・米

倉 2012）に従った．  

Ⅳ 結果と考察 

１．出現種 

１）全出現種 

調査の結果，出現した種数は合計1,031種，うちシダ植

物は93種，種子植物は938種で，2007年の日野市全域の種

数に近かった（表１）． 

今回の出現種を2007年の資料と比較した（表２）．そ

の結果，837種は共通種であった．非共通種のうち，在来

種は131種で，コタニワタリ，ビロードシダなどのシダ類，

山地生のミヤマガマズミやエゾエノキ，絶滅危惧種のキ

キョウ，ヒロハノカワラサイコなどが今回，新たに確認

された．また，帰化種は63種で，キウイフルーツ，ピラ

カンサなど野外に逸出した植栽樹・園芸種が多かった． 

一方，2007年の在来種233種に含まれていたカワラノギ

ク，カワラハハコ，アズマツメクサなどは，すでに絶滅

したことが今回の調査で確認された．その他は，水田や

湿地生の種が約４分の１を占めていた．これは，今回の

調査地が斜面緑地や河川に限られ，水田はあまり含まれ

なかったため，カヤツリグサ科，イネ科をはじめとする

水田雑草が少なかったことによる．水田については今後

の調査が必要である． 

なお，隣接する多摩市においては，面積が21.0㎢で日

野市の約75％であるが，出現種数は1399種と日野市を上

回っていた（表１）． 

 

２）調査地別出現種数 

表３に調査地別出現種数を示した．全出現種数で最も

多かったのは，多摩丘陵に位置する程久保（図４）と百

草（図5）で600種を超えた． 

多摩動物公園の南に位置する程久保には，暖地性のシ

ダで正月飾りに用いられるウラジロ（写真１）をはじ

め，山地に多いシシガシラなどシダ類の種数が多かっ

た．また，絶滅危惧種数も最も多く，ラン科のエビネ，

表２ 本調査（2016）と2007年（全域）との比較 

 
2007年（資料）：『日野市高等植物目録 2007年版』 

（日野市環境情報センター 2006） 

2016年
2007年

(資料)

全出現種数 1031 1145

2007年と2016年の共通種 837 837

非共通種 194 308

　　在来種 131 233

　　帰化種 63 50

　　不明 ― 24

表 １ 出現種 

注 1：日野市高等植物目録 2007(日野市環境情報センター 

2006) 

注 2：多摩市の植物目録（多摩市文化振興財団 2004） 

本調査結果

（16地域）

日野市全域

（2007資料)

注1

多摩市全域

（2004資料）

注2

シダ植物 93 84 86

種子植物 938 1061 1313

計 1031 1145 1399
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キンラン，ギンラン，マヤラン，オニノヤガラや山地生

のエゾエノキなども生育し，多様性に富んだ植物相が見

られた． 

百草では，市の天然記念物に指定されているスダジイ

林が百草八幡神社にある（図５）．樹齢300年以上と推定

される古木をはじめ数十本のスダジイと，シラカシ，ア

ラカシなどのカシ類とが混生する常緑樹林が続き，貴重

な社寺林を形成している．さらに，1996年に市が公有地

化したクヌギ―コナラ林（倉沢緑地）があり，ボランテ

ィアによる伝統的な管理が実施され，490種が確認されて

いる（倉沢里山を愛する会 2010: 244-247）． 

程久保や百草には樹林地が多い．1989年に日野市緑地

信託等に関する条例が制定され，良好な樹林地について

は，市が所有者と契約して山林の管理を年１～２回実施

している．管理が実施されている信託緑地では，林床が

アズマネザサで被われることなく，エビネやオカタツナ

ミソウ，タマノカンアオイなどの絶滅危惧種が多く生育

している．また，水量は少ないが，湧水による湿性地に

はネコノメソウなどの湿性植物も生育し，種多様性が維

持され，里山の景観が残っている．  

日野台地では段丘崖の斜面に樹林地が連続して残って

いる．そのうち，東光寺と黒川清流公園で，出現種数が

400種を超えた．  

東光寺（図３）は日野台地崖線北向き斜面の樹林地を

残すため，1997年に東京都緑地保全地域に指定された．

早春にはカタクリ，アマナ，アズマイチゲなど，スプリ

ングエフェメラル（春の妖精）と呼ばれる春植物が緩斜

面に咲き乱れる  

黒川清流公園（図６）は台地の南斜面下の湧水地と斜

面林を保全する目的で，1975年に東豊田保全地域として，

東京都緑地保全地域に指定された．湧水がつくる池周辺

の湿地には，数十本の個体数からなるハンノキ林がある． 

ハンノキ林の低木層にはクスノキ科のアブラチャンが優

占し，早春には，黄色い小さな花が樹林一面に広がる．

アブラチャンは渓谷によく見られる種であるが， 日野台

地斜面下部の調査地に多く生育する. さらに林床にはカ

キラン，ヒメシロネ，ノハナショウブ，オニスゲなどハ

ンノキ林特有の湿地性の種が生育し，絶滅危惧種も多い． 

表３  調査地別出現種数 

 
面積は『平成26年度一般会計・特別会計』の財産に関する調書

および，国土地理院地図（電子国土webから測定) による． 

地域名
全出現

種数

シダ類

種数

絶滅危

惧種数

帰化率

（%）

調査地

面積

（100

㎡）

1 東光寺 426 26 14 14.6 456

2 宝泉寺 209 17 7 7.6 32

3 神明神社 224 18 2 14.3 134

4 谷仲山 271 16 5 16.6 128

5
神明野鳥の

森
328 11 8 15.5 476

6
黒川清流公

園
437 35 17 13.7 740

7 西平山 287 14 5 23.3 1524

8
平山京王緑

地
465 35 9 12.3 901

9 南平 438 26 17 10.0 889

10 高幡山 404 47 12 11.9 615

11 程久保 612 67 40 12.0 3173

12 東程久保 392 21 8 14.8 870

13 百草 610 46 30 14.8 1524

14 三沢 360 29 8 14.2 229

15 さいかち堰 300 14 3 29.7 639

16
多摩川・浅

川合流地点
366 9 16 30.1 2373

 
図４ 程久保 

（国土地理院発行『電子地形図25000』に，調査範囲を示す黒

枠線，多摩動物公園を加筆） 

 

写真１ ウラジロ（ウラジロ科） 

（程久保 2011.3.17 

 写真提供：日野の自然を守る会成島忠之氏） 
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かつて水田地帯によく見られたハンノキは現在，東京

都の絶滅危惧種に入り，多摩地域でも激減している．八

王子市別所の長池公園には自生のハンノキ林があるが

（奥田2014：178-179），他では，個体はあっても林分は

ほとんど消滅している． 

単位面積あたりの種数では，日野台地（調査地１～７）

の平均は18.2/1,000㎡で，多摩丘陵（調査地８～14）の

平均6.1/1000㎡をはるかに上回っていた．中でも日野駅

東側，崖線北斜面下の宝泉寺（図７）は67.7/1000㎡種と

特に高く，カタクリや，アズマイチゲ，キツネノカミソ

リ，エイザンスミレ，ハンノキなどが生育する緑地とな

っている． 

カタクリについては，多摩地域では北向き斜面にのみ

生育していることが知られているが（鈴木 1987），日野

台地でも東光寺，宝泉寺，谷仲山など北向き崖線斜面下

部（図３）に集中している．隣接する日野駅前のバスロ

ータリー付近から宝泉寺にかけては（図７），かつてカタ

クリの大きな群落があったが，1970年代，道路工事によ

って消滅することになった（杉浦 2016）．心配した市民

は，自生地でもある宝泉寺へ一部を移植した経緯もあっ

て，現在もカタクリの群落はこの地に残っている． 

沖積低地に位置する多摩川・浅川合流地点は面積に比

して，出現種数は366種で多くはなかった．しかし，東

光寺，黒川清流公園と同程度の絶滅危惧種数（表３）が

あるのは，河川敷や堤防上などに生育する河川特有の種

が生育しているからである．これについては後の４項で

述べる． 

 

２．樹木の出現種数 

表４  樹木の内訳 

 

内訳 種数 割合（%）

常緑樹計 77 30.3

　常緑高木・小高木 39 15.4

　常緑低木 31 12.2

　常緑性つる 7 2.8

落葉樹計 177 69.7

　落葉高木・小高木 85 33.5

　落葉低木 79 31.1

　落葉性つる 13 5.1

樹木計 254 100.0

 

図６ 黒川清流公園  

（黒線内が調査地．国土地理院発行『電子地形図25000』

に加筆） 

 

図５  百草 

（国土地理院発行『電子地形図25000』に調査範囲の黒枠

線，百草八幡，倉沢緑地を加筆）， 

 

図７ 宝泉寺 

（黒線内が調査地．国土地理院発行『電子地形図

25000』に加筆） 
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樹木に限ってみると，コナラ，クヌギなどの落葉樹が

全樹木種数の約70％を占め，カシ類やスダジイなどの常

緑樹は約30％であった（表４）．これは山林の多くが，落

葉樹のクヌギ―コナラ林であることによる． 

本来，この地域の自然植生は気候的には暖温帯で常緑

広葉樹林帯に入る．関東ローム層に被われた多摩丘陵や

台地は常緑樹シラカシを中心とする森林であったと考え

られている（宮脇編 1986）．しかし，10数年に１回程度

伐採し，萌芽更新によって薪炭を確保するという人為作

用が長年続けられたことにより，シラカシ林はクヌギや

コナラを中心とする落葉樹の二次林に変わっていった． 

 現在，薪炭林や農用林としての用途を失い，管理が施

されなくなった山林は，高さ２ｍ近くのアズマネザサが

林床を被い（写真２），アラカシ，ヒサカキ，シュロ，

アオキ，キヅタなどの常緑樹が混生する放置林となって

いる．一方，アズマネザサの伐採など，管理が実施され

ている樹林地ではヤマユリ，リンドウ，アキノキリンソ

ウなどの林床植物が豊かな落葉樹林となっている． 

 

３．樹木の散布型 

16ヶ所に出現した全樹種の散布型を調べた（図８）．植

物の場合，種子などの散布体が運ばれるとき，どんな力

が働いて移動するかをタイプ別にしたものが散布型であ

る．散布型には，自力散布（植物自身の力によって種子

を飛ばす），重力散布（落下する），風散布（風によって

運ばれる），被食散布（鳥や哺乳類などによって被食され

る），貯食散布（動物により他の場所に運ばれ，貯蔵され

た場所で発芽），水散布（水に流されて運ばれる），不稔

(散布体が形成されない)などのタイプがある（中西 

1994）．なお，コナラ，クヌギなどドングリをつくるブナ

科植物は貯食や重力など複数の散布型が考えられるが，

現地の状況から判断して重力散布に入れた．全樹種の散

布型を，沼田・浅野（1969, 1970），沼田・吉沢(1978），

浅野・桑原（1990）によって調べた．複数の散布型が考

えられる場合は，主要な散布型のみにした．その結果，

被食散布型が半数以上を占め，ケヤキ，シデ類などの風

散布が約25%, コナラ，クヌギ，カシ類などの重力散布が

18% だった． 

特に，高頻度に出現した樹種の散布型を表5に表した． 

16ヶ所すべてに出現した樹木のうち，被食散布型はシュ

ロ，ヤマザクラ，ノイバラ，ムクノキ，エノキ，ヤマグ

ワなどであった．次いで，河川敷にも見られるヌルデ，

常緑低木のナンテン，イヌツゲ，マンリョウ，さらに，

二次林に混生する落葉広葉樹のコブシ，エゴノキなど，

多くが被食散布型であった．これら，被食散布は鳥や哺

乳類などによるが，その多くは鳥被食散布種と考えられ

る． 

このように二次林構成種に鳥被食散布種が侵入する傾

向は近年の都市近郊林に見られる植物相の特徴と言われ

ている（島田ほか 2014:74-76）．つまり，街路樹や庭木

など植栽樹の果実が野鳥によって運ばれ，糞に含まれた

種子から発芽・成長する．そのため，本来の雑木林の構

成種ではないシュロ，トウネズミモチ，ナンテン，キウ

イフルーツなどが侵入し，増加している．また，エノキ，

ムクノキ，ヌルデなどの果実は鳥の好物であるため，こ

れらも増加する傾向が考えられた． 

 高頻度に出現した種はその他，風散布のイヌシデ，重

力散布のコナラ，アラカシ，シラカシなどで，これらは

クヌギ・コナラ林の代表的な構成種である． 

 

４．立地と分布  

種の分布を決める環境要因はいろいろあるが，温量指

数や積算温度などの微気候的な要因は，標高差が約100m

ある多摩丘陵以外はほぼ同一と考えられる．また，丘陵，

台地，河川敷などの地形による土壌，水分状況の差は植

物の生育条件に大きな影響を与える．よって，台地，丘

陵，河川の各地形に特有な出現種数を表６に表した． 

 

 

写真２ 放置されたクヌギ―コナラ林 

（百草 2016.3.2 林床をアズマネザサが被い， 

常緑樹シュロの幼木が目立つ．） 

 
図８  全樹種の散布型 

（n=254，横軸：散布型，縦軸：種数，ラベルの数字は％) 
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１）日野台地と多摩丘陵の種分布 

斜面林という共通性をもつ日野台地と多摩丘陵に

おける種の分布の違いを見ると，多摩丘陵にのみ出現

した種は187種で，日野台地にのみ出現した26種に比べ

て多く，それらのうち絶滅危惧種が38種含まれていた

（表６）． 

台地のみに出現した種数が少なかったことについ

ては，台地は丘陵地に比べ，地質年代が新しく平坦面

が広いことから相対的に単純な植物相となる傾向があ

る（内野 2014：212）という地質的な理由が考えられ

る．さらに，宅地化や樹林の分断化などの人為的な影

響が台地ではより強かったと考えられる． 

多摩丘陵にのみ出現した種を見ると，ウラジロガシ，

マルバウツギ，ネジキ，ヤマツツジなどが６ヶ所，リ

ョウブ，ツリバナなどが５ヶ所で確認された（表７）．

これらの種は台地よりは標高の高い丘陵や山地に多く

見られる種と考えられるため，標高差も影響している

といえる． 

しかし，日野台地段丘崖の北側や東側に面した崖線

下部でのみ確認されたホソバシュロソウ，アズマイチ

ゲ（写真３）は丘陵・山地生の種であるにもかかわら

ず，多摩丘陵には出現していなかった． 

日野台地の北側崖線斜面林は豊かな湧水によって

涵養されている地が多く，そこではカタクリ，アズマ

イチゲ，など春植物が多い．これらは春早く開花し，

落葉樹が展葉する頃には，地上部は枯れて地下部のみ

で休眠する．地上に姿を現しているのはわずか２カ月

程度である．アズマイチゲの生育立地はカタクリより，

さらに適潤地を好むと考えられる．しかし，市域の多

摩丘陵北側斜面は急崖が多く，湧水量も日野台地に比

べて少なく，緩斜面は宅地化されているところが多い．

多摩丘陵にはカタクリも数株生育する程度であること

表５  高頻度に出現した樹種と散布型 

 

（下線は常緑樹） 

 

出現地域数 16 15 14 13

被食散布 シュロ ナンテン コブシ シロダモ

ヤマザクラ ヌルデ アケビ サルトリイバラ

ノイバラ マンリョウ ミツバアケビ ツタ

ムクノキ アオキ アオツヅラフジ ウワミズザクラ

エノキ イヌツゲ アカメガシワ モミジイチゴ

ヤマグワ スイカズラ ヒサカキ ツルウメモドキ

マユミ エゴノキ ゴンズイ

クサギ クコ サンショウ

キヅタ トウネズミモチ ネズミモチ

ムラサキシキブ ニワトコ

ウグイスカグラ ガマズミ

ヤツデ タラノキ

自力散布 フジ

風散布 ケヤキ イヌシデ

重力散布 アズマネザサ アラカシ シラカシ

クズ コナラ

樹種計 12 7 14 14

表６  立地による住み分け 

 

日野台地

のみ出現

多摩丘陵

のみ出現

河川敷・

土手のみ

出現

全種数 26 187 75

  帰化植物 0 0 28

　絶滅危惧種数 3 39 16

 
写真３  アズマイチゲ 

（栄町 2015.3.14 写真提供：日野の自然を守る会  

成島忠之氏） 

 

 

表７  日野台地と多摩丘陵の種分布 

 

（注）種名・科名は『日本維管束植物目録』（邑田 仁・ 

米倉浩司 2012）による． 

 

 

 

 

 

種名 科名
日野台地

出現地数

多摩丘陵

出現地数

ホソバシュロソウ シュロソウ 5 -

アズマイチゲ キンポウゲ 3 -

ツルマサキ ニシキギ 3 -

ミゾホオズキ ハエドクソウ 2 -

ウラジロガシ ブナ - 6

マルバウツギ ユキノシタ - 6

ネジキ ツツジ - 6

ヤマツツジ ツツジ - 6

カシワバハグマ キク - 6

リョウブ リョウブ - 5

ツリバナ ニシキギ - 5

ナツハゼ ツツジ - 5

エンコウカエデ ムクロジ - 5

キバナアキギリ シソ - 5

オカタツナミソウ シソ - 5

キッコウハグマ ツツジ - 5
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を考えると，アズマイチゲの生育できるような条件を

備えた土地は，市域の多摩丘陵では消滅し，東光寺な

ど湧水量豊かな日野台地北側崖線下で多く生き残って

いると考えられた． 

アズマイチゲの近隣の市における分布をみると，多

摩市では消滅し（多摩市文化振興財団 2004），八王子

市でも少ない（八王子市市史編集専門部会自然部会 

2016）．神奈川県でも丹沢，相模原台地，多摩丘陵西部

に限定され，自生地は少ない（神奈川県植物誌調査会編 

2001）．今後，日野台地のアズマイチゲについては注目

していく必要があろう． 

 

２）河川敷・堤防に特有な種 

 多摩川・浅川合流地点（以下，合流地点と呼ぶ），お

よび浅川のさいかち堰の両調査地（図３，図９）の地

形は河川敷と土手に限られている． 

両調査地にのみ出現した種は75種で，絶滅危惧種が

16種含まれていた（表６，表８）．表８に表した絶滅危

惧種のうち，合流地点とさいかち堰の両調査地に出現

したのはカワジシャとカワラケツメイのみで，その他

は合流地点にのみ生育が見られた．それらのうち，カ

ワラナデシコ，カワラケツメイ，カワラニガナ，カワ

ラサイコなど，カワラと名の付く植物は，丸石河原と

も言われる礫河原特有の植物（長岡 2008）である．し

かしカワラサイコは近年，堤防上にも多く見られるよ

うになってきた．この他，絶滅危惧種には指定されて

いないが，海岸や河原に多いカワラヨモギも合流地点

には広範囲に分布する． 

合流地点の河原は低水敷と一段高い高水敷に複断面

化され，水辺より数メートル高い高水敷や低水敷にか

けての斜面に礫河原特有の植物が多く生育している． 

礫河原特有の植物としては，かつてはカワラノギク，

カワラハハコが合流地点に群生していた（写真４）．『日

野の植物』（播本 1973）には，個体数が多かったこと

が記され，また，マルバヤハズソウ―カワラノギク群

集として植生図にも記載されている（奥田ほか 1979, 

曽根 1991）．しかし，その後の遷移の進行，多摩川の

架橋工事などによってカワラノギク，カワラハハコは

2000年頃以降，この地から姿を消した（倉本 2001: 

 
図９  多摩川・浅川合流地点 

（国土地理院発行『電子地形図25000』に調査範囲の黒

枠線，多摩川，浅川を加筆） 

表８  河川敷・土手の絶滅危惧種 

 

 CR: 絶滅危惧ⅠA類，EN:絶滅危惧ⅠB類，VU:絶滅危惧Ⅱ

類, 

 NT:準絶滅危惧 

『東京都の保護上重要な野生生物種（本土部）～東京都

レ 

 

 

 

 

河川敷 土手 環境省 東京都

1 カワヂシャ ○ NT

2 カワラケツメイ ○ VU

3 ミゾコウジュ ○ NT CR

4 ミクリ ○ NT NT

5 カワラニガナ ○ NT

6 カワラナデシコ ○ VU

7 ジャヤナギ ○ VU

8 ネコヤナギ ○ VU

9 コゴメヤナギ ○ VU

10 アワコガネギク ○ VU

11 ヤガミスゲ ○ VU

12 ミノボロ ○ NT

13 カワラサイコ ○ ○ VU

14 ハタザオ ○ VU

15 レンリソウ ○ VU

16 スズサイコ ○ NT EN

立地 絶滅危惧種
種名

 

写真４  カワラノギク 

（石田 1991.10.2 写真提供：日野の自然を守る会 

成島忠之氏） 
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105-107, 長岡 2013: 28-30）． 

その他，河川敷に特有の種としてヤナギ類がある．

中でもコゴメヤナギは東北から近畿地方に分布する高

木性のヤナギである．特に多摩川中流域や富士川中下

流の礫河原に生育し，東京都の絶滅危惧種に指定され

ている．合流点地域では水辺に近い部分を中心に，コ

ゴメヤナギの大木も多く，個体数が多い． 

一方，合流地点の多摩川右岸堤防の土手にはイネ科

のチガヤが優占するが，ハタザオやレンリソウ，スズ

サイコなどの希少種，その他ツリガネニンジン，メガ

ルカヤなども生育し，ススキ草原のような景観となっ

ている． 

河川敷・堤防にのみ出現した種のうち，帰化植物は

約28種（表６）であった．前述の日野台地，多摩丘陵

にのみ出現した種には外来種は全く含まれていなかっ

たのとは対照的である．また，帰化率は16ヶ所の中で，

合流地点とさいかち堰は最も高く，30％前後であった

(表３)． 

 帰化植物の特性としては１）一年草が多い，２）発

芽後の成長が早い，３）多くの種子をつける，４）多

年草では栄養繁殖が激しい，５）競争力が強い，など

の特性がある（清水・近田 2003：18-19）．このため，

洪水や工事によって攪乱され，日当たりが良い河川敷

は，草原生の外来種にとって，侵入し定着しやすい環

境であるといえる．合流地点でも，一年草で北アメリ

カ原産のオオフタバムグラ（アカネ科）は現在，高水

敷の河原をカーペット状に優占している．さらに多年

草で南アフリカ原産のシナダレスズメガヤ（イネ科）

は土留めに使われてきた種であるが，種子が水や風で

運ばれ，河原で大群落を形成している．さらにニワウ

ルシやハリエンジュ（ニセアカシア）などの外来樹種

も加わり，カワラサイコ，カワラヨモギなど礫河原特

有の種を圧している．合流地点の絶滅危惧種はまさに

危機にさらされていると言えよう． 

Ⅴ おわりに  

 以上，日野市において立地環境をもとに，16ヶ所の

調査地で植物相調査（フロラ調査）を実施した結果，

丘陵，台地斜面，湧水地，河川敷，堤防などの地形，

水分環境が種の多様性を支える大きな要因となってい

ることが明らかになった． 

特に，多摩丘陵には山地生の植物種が生育し，日野

台地斜面下部の湧水地にはハンノキ林と湿性植物，日

野台地崖線下部の適潤な緩傾斜地には春植物の代表で

あるカタクリ，アズマイチゲなどが生育していること

が確認された．さらに，多摩丘陵の斜面下部の湧水地

にもネコノメソウ類が生育するなど，大都市近郊の貴

重な緑地帯となっていて，野鳥や昆虫類などの生物種

とともに多様な生態系がつくられていた． 

さらに，クヌギ―コナラ林を中心とする二次林には

シュロ，トウネズミモチなど鳥による被食散布型の樹

木が多く侵入していたことが確認された．また，管理

されない二次林にはアズマネザサが密生し，林床植物

の出現種数は少なく,定期的管理が実施されている緑

地や信託緑地では種多様性が維持され，絶滅危惧種が

多かった． 

今後，豊かな植物相を維持していくためには，以上

述べてきたような多様な立地環境が人工的に改変され

ずに維持されていくことが必要であると考える．その

ためには市や都が豊かな緑地を公有地化していくよう

な緑地政策の拡充，社寺林の維持，二次林の管理およ

びその方法などが重要な課題になると考えられた． 
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